
元気なモノ作り中小企業３００社２００７年版

中小企業は、高度なモノ作り技術により我が国産業の国際競争力を支える経済活力の源
泉となっている。
また、モノ作りにより地域経済を支えながら内外の市場で活躍する企業、意匠やデザインに
より新規分野を開拓している中小企業が日本の活力を生み出している。
普段は目に触れにくいが重要な役割を果たしているモノ作り中小企業の姿を、広く国民に対
してわかりやすく示すことにより、これら中小企業のやる気を一層引き出すとともに、若年層を
中心にモノ作り分野に対する関心を持つきっかけとなることを願い、昨年に引き続き、「元気
なモノ作り中小企業３００社２００７年版」を取りまとめた。

●世界規模の市場において高いシェアを有
する製品を作っているもの
・・・・・製品がそのまま世界に流通する
企業５４社

●国内市場を中心に高いシェアを持つ製品
を製造しているもの
・・・・・取引先の高度な注文に応え、市
場で評価されている企業１０９社

●狭い（ニッチ）分野に特化することで、他
社にまねのできない独創的かつ高度な技
術を持つもの
・・・・・金型、金属、繊維分野など９０社

●地域資源を活用して、または、地域経済
を支えながら内外の市場で高く評価され
る製品を作るもの
・・・・・陶磁器、工具など３０社

●モノ作り技術を核に意匠やデザインによ
り新しい市場を開拓しているもの
・・・・・機械加工、家具など１７社

３００社のプロフィール 事業分野別内訳
工場で製品を生産する機械 ４７社
製品の品質を検査する機械 ２０社
医療現場で使用する機械 ９社
上記以外の機械 １社
自動車部品 ２３社
電子部品等 ２９社
各種工業用部品等（自動車以外） ３２社
工具、測定器等 １０社
樹脂、塗料等各種素材 ２８社
切削、研磨、めっき ２２社
鋳物、プレス加工、鍛造、熱処理、溶接 ３０社
金型 ６社
繊維 １３社
窯業・建材 １４社
その他・最終消費財 １６社

モノ作り産業の活発な地域に多く存在
・大阪府（２６）、愛知県（２２）、東京都（２１）
神奈川県（１５）、埼玉県（１５）、北海道（１４）

地域別内訳
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世界規模の市場において高いシェアを有する製品を製造している企業、

国内市場を中心に高いシェアを持つ製品を製造している企業の例

精密加工部品の製造
（山梨県大月市）

携帯電話液晶用ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙの製造
（鳥取県鳥取市）

自動車用ガラス研磨機の製造
（徳島県徳島市）

デジカメ、デジカム等の特殊精密
ギヤードモーター（変速機付モー
ター）の国内シェア３０％、ＯＡ機器
用精密金属歯車の世界シェア３５％。
超精密機械加工部品、超精密小
物成型部品、それらを組み合わせ
たユニット品を得意とする。

液晶画面を固定するバックパネル
の世界シェア１０％。構造部品の薄
型化と高密度実装に対応した複雑
形状加工で、携帯電話の小型軽量
化、高機能化に貢献。
金型の機構部分を上下、左右、回
転の３方向に動かす３軸プレス加工
により、通常０．２ｍｍの平面加工
精度に対し、０．０５ｍｍの精度を誇
る。

世界６カ国で特許を有する自動車
用ガラス研磨機で世界シェア６０％、
国内シェア８０％。
従来２台で行っていた切断、研磨
の工程を１台でこなす「自動車用窓
ガラスの切断・研磨機」は加工の短
時間化とモデル変更への対応の迅
速化を可能にした。

各種精密加工部品 携帯電話の構造部品 自動車用窓ガラス切断・折研磨機



狭い（ニッチ）分野に特化することで、他社にまねのできない独創的かつ

高度な技術を持つ企業の例

オリンピック選手が愛用する砲丸の製造
（埼玉県富士見市）

超精密成形平面研削盤の製造
（京都府城陽市）

超精密加工や高能率加工を行うための工作
機械になくてはならない、手作業で１μｍ単位
の精度を持つ平面を削り出す匠の技「キサゲ摺
り合わせ」を守り続ける。
金型製作や超硬・セラミックなどの難削材加工
に欠かせない「超精密成形平面研削盤」を開発。
世界に類を見ない追従・復元精度（±０．００１
ｍｍを１０年保証）を誇る。

超精密成形平面ＣＭＣ研削盤

ソウル五輪から公式採用された砲丸は、多く
の選手から愛用され、アトランタ五輪から３大会
連続で、金・銀・銅メダルを独占。
砲丸の重心は少しでもずれていると飛距離に
１～２ｍの差が出ると言われているが、ひとつ
ひとつ手作業により、削っているときの音、手に
伝わる圧力、削り終えたときのツヤなどを総合
的に判断する匠の技で、正確な重心を出してい
る。

オリンピックでメダルを独占した砲丸



地域資源を活用して、または地域経済に貢献しながら内外の市場で評価される

製品を作る企業、意匠やデザインにより新規市場を開拓している企業の例

ノーベル賞晩餐会で使われる高級洋食器の製造
（新潟県燕市）

欧州で高い評価を受ける和鉄ポットの製造
（山形県山形市）

創業４００年の伝統的な和鉄鋳造技術を持つ
老舗が、現代の消費者ニーズにマッチする商
品を生み出すため、世界最高峰の工業デザイ
ナーとのコラボレーションにより、新たなデザイ
ン発想を職人技術により製品化することに成功。
微妙に変化する複雑な丸い形は、伝統のな
せる技であり、完成度の高いデザインとなって
いる。
欧州を中心に高い評価を得ている。

洋食器製造で培った研磨技術とデザイン力で
１９９１年ノーベル賞授賞式の晩餐会のカトラ
リー（ナイフ・フォーク等の金属食器）セットを製
作。
プロのカトラリーデザイナーではなく、陶芸家、
彫刻家等と契約。テーブル、椅子、皿、グラス
などとのトータルコーディネートによるデザイン
にこだわり、世界でブランドを確立した。

カトラリー和鉄ポット


